
天草コレジヨ館開館20周年・
天草キリシタン館オープン記念シリーズ④

▲「天草四郎屏風」の一部
（北 八代・作＝天草キリシタン館所蔵）

天草島原の乱②　～天草四郎～
　天草四郎は、天草・島原の乱が起こった当時15歳で、出生
地はこれまで宇土説や大矢野説がある一方、鍋島藩や細川藩
の記録に長崎という記述があり、長崎出身だった可能性が指
摘されています。容姿については、当時の証言をもとにした
記録によれば、髪を後ろで束ね、鉢巻をして額に十字架をつ
け、白い羽織に裁付袴という出で立ちで軍を指揮していたよ
うです。また、尾張徳川家の蔵書を集めた蓬左文庫の「天草
陣雑記」には、四郎に妻がいたと受け取れる記述があります。
原城本丸の四郎館に女性がいたこともわかっていることか
ら、関連性が推測されています。
　神の子として、さまざまな奇跡を起こして人々の尊敬を集
めたとされる四郎。これまでとは違う一面が判明しています
が、今なお謎多き存在です。

びょうぶ

御所浦
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～御所浦町の伝統料理「たこめし」～

米

生ダコ

大根

酒

薄口しょうゆ

水

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２合

・・・・・・・・・・ 100ｇ

（足の部分を２本くらい）

・・・・・・・・・・・・・ 100ｇ

・・・・・・・・・・・・・ 大さじ１

・・・・・・・・・・・・ 大さじ１

・・・・・・・・・・・・ ２カップ

　御所浦町の伝統料理である「た
こめし」。生のタコを使うのが特徴
で、タコの色素が溶け出して赤飯
のように見えることから、お祝い
のときにも出されています。タコ
のだしとうまみが、十分に楽しめ
る味わい深い一品です。
　皆さん、ぜひお試しください。

①米は洗っておく。
②生ダコは塩もみして、内臓などを取
り出す。足先の細い部分は少し切り
捨て、細かく切る。
③大根の皮をむいて、１㎝くらいの輪
切りにする。
④①と②、酒、薄口しょうゆに水２カ
ップを入れて混ぜる。
⑤③を米の上にならべて炊く。炊き上
がったら、大根を取り除く。

材　料（約４人分） 作 　り　 方
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先
月
、
地
元
で
秋
の
祭
り
が
あ

り
ま
し
た
が
、
強
烈
な
暑
さ
で
し

た
。
少
し
で
も
焼
け
な
い
よ
う
に

努
力
を
し
た
の
で
す
が
、
汗
が
油

系
な
の
で
鉄
板
で
焼
い
た
よ
う
に

真
っ
黒
。
せ
っ
か
く
の
〝
よ
そ
行

き
面
〞
が
台
な
し
に
な
り
ま
し

た
。お
か
げ
で
暗
い
と
こ
ろ
で
は
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
が
歩
い
て
い
る
み
た

い
に
見
え
る
よ
う
で
す
。　
【
凡
】

　

９
月
１
日
号
の
編
集
後
記
で
、

【
海
】
さ
ん
が
〝
減
量
大
作
戦
〞を

宣
言
し
ま
し
た
。
最
近
、
私
の
目

に
は
【
海
】
さ
ん
に
、
こ
の
作
戦

の
効
果
が
出
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
で
す
。
た
だ
、
尋
ね
よ
う
に

も
何
の
変
化
も
な
か
っ
た
と
き
の

こ
と
を
案
じ
て
、
二
の
足
を
踏
む

私
。
や
は
り
、
本
人
か
ら
の
報
告

を
待
つ
こ
と
に
し
ま
す
…
。【
素
】

　
【
素
】
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。【
素
】
さ
ん
、
気
の

せ
い
で
す
。正
直
に
申
し
ま
す
と
、

私
は
た
だ
今
〝
食
欲
の
秋
〞
を
満

喫
中
で
あ
り
、
ど
う
に
も
止
ま
り

ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
て
く
る
「
食
べ

た
こ
と
を
な
か
っ
た
こ
と
に
で
き

る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
に
望
み
を
託

そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
【
海
】

市政
だより

はおり たっつけばかま

ほうさ

じんざっき

ヅ
ラ


